
 

気象庁作成 

平成27年５月３日の鳥島近海の地震 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

（１）概要 

2015年５月３日 01時50分に鳥島近海でM5.9の地震（最大震度１以上を観測した地点はなし）が発

生した。 

気象庁はこの地震に対して、同日02時39分に伊豆諸島及び小笠原諸島に津波注意報を発表した（同

日04時10分に解除）。この地震により、東京都の八丈島八重根で0.5mの津波を観測したほか、伊豆

諸島で0.1mから0.3mの津波を観測した（速報値）。 

図２－１ 震央分布図 
（1997年10月１日～2015年５月７日、 

深さ０～100km、M≧5.0） 
2015年５月の地震を濃く表示 

図２－２ 領域ａ内のＭ－Ｔ図 

（２）地震活動 

ア．最近の地震活動 
1997年10月以降の活動を見ると、今回の

地震の震央周辺（領域ａ）では、M5.0以上

の地震が時々発生している。1997年11月11

日に M6.0の地震（最大震度２）が発生して

いる。また、2006年１月１日にはM5.9の地

震（最大震度１以上を観測した地点はなし）

が発生し、伊豆大島と三宅島で 13cmの津波

を観測したのをはじめ、関東地方から九州地

方の太平洋沿岸にかけて微弱な津波を観測

した。 

今回の地震 

ａ 

鳥島 

八丈島 
三宅島 

伊豆大島 

神津島 



 

気象庁作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回の地震 

イ．過去の地震活動 

図２－３ 震央分布図 
（1923年１月１日～2015年５月７日、 

深さ０～200km、M≧5.0） 

1923年１月以降の活動を見ると、今回の地震

の震央周辺（領域ｂ）では、M６程度の地震が

時々発生している。1996年９月５日の地震

（M6.2）では、伊豆大島で 20cmの津波を観測

したのをはじめ、関東地方から九州地方にかけ

て津波を観測した。また、今回の地震の震央付

近では、1984年６月13日及び2006年１月１日

の地震（ともに M5.9）のように、M6.0未満で

も津波を観測した例がある。 

津波を観測した地震の吹き出しの枠を太く表示 

ｂ 図２－４ 領域ｂ内のＭ－Ｔ図 

津波あり 

津波あり 

津波あり 

今回の地震の震央周辺で津波を観測した地震（1996年９月５日の地震（M6.2）、2006年1月1日

の地震（M5.9））の発震機構（CMT解）は、今回の地震の発震機構（CMT解）と比較的よく似ている。

また、Kanamori et al（1993）で詳細な分析が行われ、マグマが関与した可能性が示唆された1984

年６月13日の地震（M5.9、津波あり）も、同様な発震機構であった。 

ウ．発震機構 

2006年１月１日の地震(M5.9) 1996年９月５日の地震（M6.2） 2015年５月３日の地震（M5.9） 
（今回の地震） 

図２－５ 今回の地震及び今回の地震の震央周辺で発生したM６前後の地震の発震機構（CMT解）

深さ10km 
Mw5.7 

深さ10km 
Mw5.7 

深さ10km 
Mw5.9 

2001年７月５日の地震(M5.9) 1997年11月11日の地震（M6.0） 

深さ63.2km 
Mw6.1（GCMT） 

深さ10km 
Mw5.6 

※上段は津波を観測した地震 
 下段は津波を観測されなかった地震 
深さはセントロイド 



気象庁作成 

津波注意報 

５月３日02時39分
発表の津波注意報 

津波の高さ（cm） 

震央 

 
 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３－２ 各津波観測施設で観測した津波の 
最大の高さ（左）と津波波形（右） 

（３）津波 

 

 気象庁は、５月３日01時50分に発生した鳥島近海
の地震（M5.9）に対し、02時39分に伊豆諸島及び小笠
原諸島に津波注意報を発表した（同日04時10分に解

除）。 
この地震により、東京都の八丈島八重根で0.5 mの

津波を観測したほか、伊豆諸島で0.1mから0.3mの津

波を観測した（速報値）。 

※ 海）は海上保安庁の所属 

図３－１ ５月３日01時50分の鳥島近海の地震に 
よる津波に対して発表した津波注意報 
（×印は津波注意報発表時の震央を示す） 

第一波の到達時刻 
最大の高さ発現時刻 

表３－１ 津波観測施設の津波観測値（５月３日） 

 ※観測値は後日の精査により変更される 

場合がある 

※所属機関の観測波形データをもとに 

気象庁が検測した値 

*1 巨大津波観測計により観測 

（観測単位は0.1ｍ） 

＜津波の測り方の模式＞ 
津波の観測値の測り方を示す。第一波の向きは、下方向が「引

き」、上方向が「押し」となる（上の例の場合は「引き」となる）。 

最大の高さ 

第一波の高さ 平常潮位 

第一波の 

到達時刻 

最大の高さの 

発現時刻 

第一波の向き 

伊豆大島岡田 

海）神津島神津島港 

三宅島坪田 

海）三宅島阿古 

八丈島八重根 

地震発生時刻 

伊豆大島岡田 気象庁 第一波識別不能 03:17 0.1ｍ
神津島神津島港 海上保安庁 第一波識別不能 03:30 0.3ｍ
三宅島坪田 気象庁 第一波識別不能 02:53 0.2ｍ
三宅島阿古 海上保安庁 02:44 引き 02:48 0.2ｍ
八丈島八重根*1気象庁 第一波識別不能 02:35 0.5ｍ

到達時刻 向き 発現時刻 高さ

東京都

都道府県 津波観測施設名 所属

第一波 最大波

八丈島八重根 

海）三宅島阿古 三宅島坪田 

海）神津島神津島港 

伊豆大島岡田 

33°N 

34°N 

139°E 140°E 

 

伊豆半島 

房総半島 

０ 0.2 0.4 0.6 
津波の高さ(ｍ) 

) 

 

0.25m 

 



気象庁作成 

５月３日 福島県沖の地震 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2015年５月３日 13時02分に福島県沖
の深さ45kmでM5.0の地震（最大震度３）

が発生した。この地震は、発震機構（CMT 
解）が西北西－東南東方向に圧力軸を持
つ逆断層型で、太平洋プレートと陸のプ

レートの境界で発生した。 
1997年 10月以降の活動を見ると、今

回の地震の震源付近（領域ｂ）では、Ｍ

５程度の地震が時々発生しており、「平成
23年（2011年）東北地方太平洋沖地震」
発生以降は地震活動が活発化したが、そ

の後次第に低下してきている。 
1923年１月以降の活動を見ると、今回

の地震の震央周辺（領域ｃ）では、1938

年 11月５日に M7.5の地震が発生し、死
者１人、負傷者９人、住家全壊４棟、半
壊29棟などの被害が生じた。また、この

地震により、宮城県花淵で 113㎝（全振
幅）の津波が観測された（「日本被害地震
総覧」による）。この地震の発生以降、広

い範囲でＭ７程度の地震が数回発生する
など、地震活動が活発になった。 

震央分布図 
（1997年10月１日～2015年５月３日、 

深さ０～150km、M≧3.0） 
東北地方太平洋沖地震以前に発生した地震を＋ 

東北地方太平洋沖地震発生以降に発生した地震を薄い○ 

2015年４月の地震を濃い○で表示 

図中の発震機構は CMT解 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図 

震央分布図 
（1923年１月１日～2015年５月３日、 

深さ０～150km、M≧5.0） 
2011年３月11日以降の地震を濃く表示 

 

（2011年３月11日～2015年５月３日） 

ｃ 

領域ｃ内のＭ－Ｔ図 

今回の地震 

今回の地震 

「平成 23年（2011年）
東北地方太平洋沖地震」

領域ａ内の断面図（Ａ－Ｂ投影） 

今回の地震 

「平成 23年（2011年）
東北地方太平洋沖地震」

東北地方太平洋沖地震発生 

宮
城
県 

福島県 

福島県 

宮城県 
山形県 

ａ 

ｂ 

Ａ 

Ｂ 

Ａ Ｂ 

茨城県 



 

気象庁作成 

５月11日 鳥島近海の地震 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

震央分布図 
（1923年１月１日～2015年５月11日、 

深さ０～300km、M≧6.0） 

領域a内のＭ－Ｔ図 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図 

2015年５月 11日 06時 25分に鳥島近海で

M6.3の地震（最大震度１以上を観測した地点
はなし）が発生した。発震機構（CMT解）は、
東北東－西南西方向に圧力軸を持つ逆断層型

である。 
1997年10月以降の活動を見ると、今回の地

震の震央付近（領域 a）では、M6.0以上の地

震が５回発生しており、2015年2月25日には
M6.1の地震が発生している。なお、今回の地
震は、2015年５月３日の地震（M5.9）とは約

150km離れた場所である。 
1923年 1月以降の活動を見ると、今回の地

震の震央周辺（領域ｂ）では、M6.0の地震が

時々発生しており、1997年３月 30日に M6.9
の地震が発生している。 
 

震央分布図 
（1997年10月１日～2015年５月11日、 

深さ0～100km、M≧5.0) 
2015年５月の地震を濃く表示 
図中の発震機構はCMT解 

鳥島 

ａ 

今回の地震 

ｂ 

今回の地震 

八丈島 

2014年1月1日～2015年5月11日 
M≧4.0 

今回の地震の発震機構（CMT解：速報解） 
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2015年５月１日17時06分（日本時間、以下同じ）にパプアニューギニア、ニューブリテンの深さ57km
でMw6.8の地震（今回の地震①）が、５月５日10時44分に今回の地震①の南南東約40kmでMw7.5の地
震(今回の地震②)が発生した。これらの地震は、共に発震機構(気象庁による CMT解)が、北北西－南南

東方向に圧力軸を持つ逆断層型で、インド・オーストラリアプレートと太平洋プレートの境界付近で発
生した。 
今回の地震①，②の震央付近（領域ｂ）では、３月30日以降、2015年３月30日にMw7.4の地震、４

月30日にM6.7の地震が発生するなどM5.0以上の地震が37回発生している（５月９日現在）。 
2000年以降の活動を見ると、今回の地震①、②の震央周辺（領域ａ）では、2000年11月16日にMw8.0、

Mw7.8、11月18日にMw7.8の地震が連続して発生し、11月16日のMw8.0の地震では、死者２人、住家

被害多数の被害を生じている。  
1970年以降の活動を見ると、今回の地震の震央周辺では、M7.0以上の地震が頻繁に発生している。 
なお、気象庁は、今回の地震①について、５月１日17時36分（日本への津波の影響なし）、今回の地

震②について、５月５日11時14分（日本への津波の有無について調査中）と同日11時51分（日本へ
の津波の影響なし）に遠地地震に関する情報を発表した。 
 

５月１日、５日 パプアニューギニア、ニューブリテンの地震 

領域ａ内のＭ－Ｔ図 

インド・オーストラリア

プレート 

    プレート境界の位置 

    プレートの進行方向 

震央分布図 
（2000年１月１日～2015年５月９日、深さ０～100km、 

M≧5.0）2015年５月の地震を濃く表示 
      

プレートの進行方向は、インド・オーストラリアプレートと 
太平洋プレートをそれぞれ固定した場合の相対的な方向である。 

ニューブリテン島 

今回の地震の発震機構（CMT解） 

2015年5月1日の地震（Mw6.8）
気象庁による 

2015年5月5日の地震（Mw7.5） 
気象庁による 

 

今回の地震① 

ニューギニア島 

今回の地震② 

太平洋 

プレート 

今回の地震 
の震央位置 

左図の範囲 

★ 
 ａ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

震央分布図 
（1970年１月１日～2015年５月９日、 

深さ０～100km、M≧7.0） 

ニューギニア島 

震央分布図 
（2015年３月 20日～2015年５月９日、 

深さ０～100km、M≧4.0） 
2015年５月の地震を濃く表示 

今回の地震① 

今回の地震② 

ｂ 

インド・オーストラリア

プレート 

    プレート境界の位置 

    プレートの進行方向 

ニューブリテン島 

今回の地震① 

今回の地震② 

領域ｂ内のＭ－Ｔ図 

太平洋 

プレート 

 今回の地震、M8.0以上の地震と、 
 10人以上の被害を生じた地震に   
  吹き出しを付けた。 

＊参考文献 Bird, P. (2003) An updated digital model of plate boundaries, Geochemistry Geophysics Geosystems, 4(3), 1027, 

doi:10.1029/2001GC000252. 

※本資料中、今回の地震①②及び 2009 年以降の発震機構と Mw は気象庁による。1976年以降の地震の発震機構と Mw は GlobalCMTに

よる。その他の震源要素は米国地質調査所（USGS）による（2015年５月９日現在）。過去の被害は、宇津及び（独）建築研究所国
際地震工学センターによる「世界の被害地震の表」による。プレート境界の位置と進行方向は Bird（2003）＊より引用。 

プレートの進行方向は、インド・オーストラリア 
プレートと太平洋プレートをそれぞれ固定した 
場合の相対的な方向である。 

気象庁作成 
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2015年５月７日 16時 10分（日本時間、以下同じ）に、ブーゲンビル－ソロモン諸島の深さ 23kmで
Mw7.0の地震が発生した。この地震の発震機構（気象庁による CMT解）は北東－南西方向に張力軸を持
つ正断層型で、インド・オーストラリアプレート内で発生した。 

今回の地震の震央と海溝軸を挟んだ反対側で、2014年4月11日、19日にそれぞれM7.1、M7.5の地震
が発生している。 
1980年以降の活動を見ると、今回の地震の震央周辺（領域ａ）では、1995年８月16日にM7.8の地震

が発生するなど、M7.0以上の地震が時々発生している。 
なお、気象庁は同日16時40分（日本への津波の影響なし）に遠地地震に関する情報を発表した。 
 

５月７日 ブーゲンビル－ソロモン諸島の地震 

領域ａ内のＭ－Ｔ図 

インド・オーストラリア

プレート 

    プレート境界の位置 

    プレートの進行方向 

震央分布図 
（1980年１月１日～2015年５月９日、深さ０～100km、M≧5.0） 

2015年５月の地震を濃く表示 
      

プレートの進行方向は、インド・オーストラリアプレートと 
太平洋プレートをそれぞれ固定した場合の相対的な方向である。 

ソロモン諸島 

今回の地震の発震機構（気象庁によるCMT解） 

今回の地震 

ニューギニア島 

太平洋 

プレート 

＊参考文献 Bird, P. (2003) An updated digital model of plate boundaries, Geochemistry Geophysics Geosystems, 4(3), 1027, 
doi:10.1029/2001GC000252. 

※本資料中、今回の地震及び2009年以降の地震の発震機構とMwは気象庁による。その他の地震の発震機構とMwはGlobalCMTによる。
震源要素は米国地質調査所（USGS）による（2015年５月９日現在）。プレート境界の位置と進行方向はBird（2003）＊より引用。 

今回の地震 
の震央位置 

左図の範囲 

★ 
 ａ 




